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避難訓練の実施 

「デイサービスセンター水仙」では６月１２日、

火災を想定した避難訓練を実施しました。これま

でも定期的に実施し、危機管理意識の向上を図っ

ております。職員は利用者の方を安全かつ迅速に

避難させるため、それぞれの役割を確認しました。 

この広報誌は、赤い羽根募金の助成を受けて発行しています。 
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介護保険事業収入

111,217千円

50.3%

経常経費補助金収入

42,478千円

19.2%

事業収入

31,521千円

14.3%

受託金収入

22,070千円

10.0%

障害福祉サービス事業収入

2,806千円

1.3%

会費収入

2,285千円

1.0%

その他の収入ほか

5,329千円

2.4%

前期末支払資金残高

3,453千円

1.5%

人件費支出

(地域福祉 公益事業)

39,128千円

17.7%

人件費支出

(介護保険等事業)

87,264千円

39.5%

事業費支出

56,188千円

25.4%

事務費支出

14,620千円

6.6%

助成金支出

9,542千円

4.3%

分担金支出

903千円

0.4%

負担金支出

410千円

0.2%

その他の支出ほか

13,104千円

5.9%

NO. 区分 氏名 選出区分 

1 
理事 

水野文廣 民生委員児童委員協議会 

2 加藤俊夫 町行政職員 

1 

評議員 

角田 豊 東地区区長代表 

2 青木朋一 太田地区区長代表 

3 飯塚 均 原町地区区長代表 

4 水出 優 岩島地区区長代表 

5 高橋秀夫 坂上地区区長代表 

6 髙平秀三 老人クラブ連合会 

7 丸山和子 母子団体 

 

NO. 区分 氏名 選出区分 

8 

評議員 

小泉喜彦 知的障害者家族会 

9 髙橋治子 ボランティア連絡協議会 

10 平井みち子 更生保護団体 

11 小池叔子 民生委員児童委員協議会 

12 小池さつき 町行政職員 
 

 令和２年度 予 算 

１．財源の確保と財務規律の強化     ３．人材の確保と育成 

２．地域生活支援体制の整備       ４．介護保険各事業の経営改革 重点目標 

令和２年度 事業計画 

地域福祉事業 
 １．法人運営事業 

理事会並びに評議員会の適正な運営と経営の透
明性を確保します。また、法人全体の適正な管理
を行い、住民に信頼される組織運営を目指します。 

 ２．地域福祉活動事業 
地域の要支援者を支援するため、地域住民が主

体となって行う地域福祉活動を推進します。 

３．福祉対策事業 
地域における福祉課題を解決又は軽減すること

を目的に関係機関と各種事業を推進します。 

４．共同募金配分金事業 
共同募金運動の周知と啓発に努め、多様な主体

との協働により地域福祉活動を展開します。 

 ５．社明募金配分金事業 
犯罪や非行の防止と罪を犯した人が地域社会に

復帰することに理解を求める運動を支援します。 

 ６．生活福祉資金等貸付事業 
低所得者や高齢者・障害者等を対象に生活困窮

者自立相談支援事業と連携し、資金の貸付や必要
な相談支援を行います。 

 ７．日常生活自立支援事業（新規） 
群馬県社会福祉協議会からの委託を受け基幹社

協の位置づけとして主体的に取り組みます。要支
援者の意思を尊重し、地域の一員として日常を過
ごせるよう継続的に支援を行います。 

介護保険等事業 
 １．訪問介護事業 

本所、支所両事業所について、体制の構築に向

 

２．通所介護事業 

＜デイサービスセンター水仙＞ 
利用者確保とともにサービス内容の質の向上、

職員の資質向上に努めます。また、住民との交流
や情報発信に積極的に取り組みます。 

＜東吾妻町すこやかセンター福寿草＞ 
指定管理者として、施設の安全性を確保し、安

心して利用できる施設づくりに取り組みます。 

３．居宅介護支援事業 
介護保険サービスの提供に留まらず、地域福祉

活動等を活用し、在宅生活がより快適に送れるよ
う最適な介護計画を作成します。 

 ４．障害者自立支援事業 
障害者総合支援法に基づき、居宅における介護

サービスを提供します。 

 ５．軽度生活援助事業 
介護予防の観点から介護保険相当のサービスを

提供し、在宅生活を支援します。 

６．生きがい活動支援通所事業 
   介護予防及びひきこもり防止等のため、当該利

用者の在宅生活を支えます。 

シルバー人材センター事業 
  新規会員を積極的に募集し、安全に配慮した適正

な就業と福祉の向上を図り、住民から信頼されるセ
ンターの運営を推進します。 

生活困窮者自立相談支援事業 
  様々な支援を一体的かつ計画的に行い、生活困窮

者等の自立に向けた相談支援を行います。 

収入 221,159 千円 

支出 221,159 千円 

理事・評議員における選出区分先での交代等により 14 名が選任されました。任期は前任者の残任期間
となります。なお、第三者委員２名が選任されました。 

理事・評議員・第三者委員 

NO. 区分 氏名 経歴 

1 
第三者 
委 員 

轟 馨 元東吾妻町職員 

2 岡田かすみ 
元民生委員児童委員 
元渋川市職員 

  

け抜本的な見直しを図り、収益の改善を目指します。
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人件費支出

(地域福祉、公益事業)

35,679,181円

18.9%

人件費支出

(介護保険事業)

80,649,130円

42.6%

事業費支出

43,733,254円

23.1%

事務費支出

12,397,309円

6.6%

助成金支出

8,887,224円

4.7%

その他の支出ほか

7,816,292円

4.1%

介護保険事業収入

91,781,051円

44.0%

経常経費補助金収入

39,767,126円

19.1%

事業収入

24,805,380円

11.9%

受託金収入

17,186,557円

8.2%

障害福祉サービス事業収入

3,778,030円

1.8%

会費収入

2,279,000円

1.1%

その他の収入ほか

4,160,484円

2.0%

前期末支払資金残高

24,790,780円

11.9%

 

令和元年度 決 算 

貸借対照表（法人全体） 
(単位:円) 

資産の部 負債の部 
区分 当年度末 前年度末 区分 当年度末 前年度末 

流動資産 33,829,559 46,909,720 流動負債 14,443,541 22,118,940 
固定資産 123,590,654 124,027,593 固定負債 87,515,030 83,676,290 

基本財産 35,328,252 36,994,231 負債の部合計 101,958,571 105,795,230 
その他の固定資産 88,262,402 87,033,362 純資産の部 

   基本金 2,000,000 2,000,000 
   基金 2,057,000 2,057,000 
   国庫補助金等特別積立金 0 71,668 
   その他の積立金 7,100,000 6,600,000 
   次期繰越活動増減差額 44,304,642 54,413,415 
   (うち当期活動増減差額) △9,608,773 △6,715,944 
   純資産の部合計 55,461,642 65,142,083 

資産の部合計 157,420,213 170,937,313 負債及び純資産の部合計 157,420,213 170,937,313 

 

収入 
208,548,408 円 

支出 
189,162,390 円 

令和元年度 事業報告(主たる事業) 

１．地域福祉事業 

 ●地域福祉活動事業〔2,582 千円〕 
  ・ボランティア活動支援、福祉教育、  

なんでも福祉相談、協議体への参画 

 ●福祉対策事業〔9,187 千円〕 
  ・福祉バス運行、紙おむつ給付事業、  

各種貸出事業、日常生活自立支援事業  

 ●共同募金配分金事業〔1,567 千円〕 
  ・歳末慰問、いきいきサロン、保養事業、  

ふれあい交流事業、募金啓発事業  

 ●社明募金配分金事業〔162 千円〕 
  ・社会を明るくする運動 

 ●生活福祉資金貸付事業〔163 千円〕 
  ・世帯の自立を目的とした貸付 

２．介護保険事業 

 ●訪問介護事業〔27,451 千円〕 
  ・ホームヘルパー訪問  

●通所介護事業〔53,495 千円〕 
  ・通所介護施設経営（２事業所）  

 ●居宅介護支援事業〔17,623 千円〕 
  ・ケアマネジャーによる利用プラン作成等 

 ●障害者自立支援事業〔2,163 千円〕 
・障害者に対する介護サービス  

 
３．公益事業 

 ●シルバー人材センター〔29,770 千円〕 
  ・会員数 71 名、受注件数 844 件 

 ●生活困窮者自立相談支援事業〔6,658 千円〕 

地
域
福
祉
事
業
は
、
関
係

機
関
と
の
連
携
が
深
ま
り
着

実
に
前
進
し
続
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
度
末
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響

も
あ
り
ま
し
た
が
、
概
ね
順

調
に
遂
行
で
き
ま
し
た
。 

一
方
、
介
護
保
険
事
業
で

は
、
介
護
度
の
低
い
利
用
者

が
増
え
る
傾
向
が
あ
り
、
収

益
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
が

続
き
、
全
体
で
マ
イ
ナ
ス
約

９
３
０
万
円
余
り
と
な
り
６

年
連
続
で
赤
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
。 

し
か
し
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
介
護
度
の
低
い
利
用
者

を
多
く
受
け
入
れ
る
こ
と

で
、
東
吾
妻
町
内
に
お
け
る

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

環
境
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と

に
貢
献
し
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。 

定
款
の
一
部
改
正 

 

令
和
元
年

12

月

の
理
事
会

及
び
評
議
員
会
に
お
い
て
、
定
款

の
目
的
に
「
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
」
を
加
え
る
改
正
を
し
ま
し

た
。 

 

●
改
正
理
由 

４
月
１
日
か
ら
右
記
の
事
業

を
実
施
す
る
た
め
で
す
。 
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現在、生活をされている

地域での困りごとなどが

ありましたら、生活支援コ

ーディネーターにお聞か

せください。お待ちしてお

ります。 

 

 
 
 

 

☎68-2772 担当：茂木 

              

代
表 

吉
田
悦
子

 
 

サ
ロ
ン
を
始
め
て
今
年
で
３
年
目
に
な

り
ま
す

始
ま
り
は

地
域
住
民

斉
藤
さ

ん

宅
で
お
花
見
を
し
て
楽
し
か

た
と

聞
き

翌
年

斉
藤
さ
ん
に
賛
同
い
た
だ
き

70
歳
以
上
の
方
に
声
を
か
け
皆
さ
ん
で

お
花
見
を
し
ま
し
た

そ
の
後

介
護
予
防

サ
ポ

タ

研
修
の
受
講
や
他
地
区
サ
ロ

ン
の
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

協
力
者

を
得
て
翌
年
か
ら
サ
ロ
ン
を
ス
タ

ト
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

お
花
見

八

場

ダ
ム
見
学

脳
若
ト
レ

ニ
ン
グ
等
々
年

３
回
実
施
し
て
い
ま
す

毎
回

20
名
を

超
え
る
方
々
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す

こ
れ
も
地
域
の
方
々

協
力
者
の
方
々

そ

し
て
何
よ
り
も
参
加
者
の
方
々
の
ご
協
力

の
お
陰
と
感
謝
し
て
居
り
ま
す

 
 

今
年
の
お
花
見
は
予
定
日
の
前
々
日
に

に

中
止

な
り

段
取
り
を
し
て
い
て
く
だ

さ

た
斉
藤
さ
ん
に
は
申
し
訳
な
く
思
い

ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

が
収
束
し

サ
ロ
ン
が
再
開
で
き
る
こ
と

を
願

て
い
ま
す

 

    

第
１
層
生
活
支
援
コ

デ

ネ

タ

茂
木 

恭
子 

 

平
成
29
年
６
月
29
日
に
協
議
体
が
発

足
し

３
年
が
経
過
し
ま
し
た

各
第
２

層
協
議
体
で
協
議
を
進
め
る
中
で

地
域

の
現
状
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た

ま
た

高
齢
に
な

て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
を
考
え
て
き
ま

し
た

こ
の
活
動
の
成
果
を
形
に
し
よ
う

と

５
地
区
の
生
活
支
援
コ

デ

ネ

タ

が
チ

ム
を
組
み

地
域
資
源
マ

プ
の
作
成
を
し
て
い
ま
す

今
年
度
中
に

70
歳
以
上
の
方
に
配
布
す
る
予
定
で
す

是
非

お
手
元
に
お
い
て
ご
活
用
く
だ
さ

い

 

            

         

     

                   

                        

矢倉ふれあいサロンのみなさん 

 
 

シルバー人材センターでは、お客様から様々なご依頼をたくさんいただき、特にこれからの

時期は草刈作業の依頼が集中します。そのため、依頼量に対する会員の不足や  

悪天候、作業会員の体調面の考慮等の理由から、作業実施までにお待たせして 

しまいます。ご不便を　　おかけして申し訳ございませんがご了承いただいた上で、 

余裕を持ってご依頼いただければ幸いです。 

新規ご依頼は作業現場を確認し、作業を実施する場合があります。  

まずは事務局までお問合せください。 
 
 

シルバー人材センター ☎68-0135 担当：上原 

～シルバー人材センターからのお願い～ 

令
和
元
年
９
月

24
日
に
東
吾
妻
町
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ

ア
会
が
立
ち
上
が
り
ま
し

た

 

傾
聴

と
は

相
手
の
気
持
ち
に
寄
り

添
い
お
話
を
聴
く
こ
と
で
す

話
を
す
る

機
会
が
減

た

ま
た
は

誰
か
と
話
を

し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
る
高
齢
者
・
障

害
者
・
子
育
て
世
帯
等
を
対
象
に

傾
聴
の

知
識
を
持
つ
ボ
ラ
ン
テ

ア
が
介
護
施
設

や
自
宅
へ
伺
い
ま
す

 

訪
問
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ア
は

傾
聴
ボ

ラ
ン
テ

ア
養
成
講
座
を
修
了
し
て
お

り

守
秘
義
務
を
も

て
話
を
伺
い
ま
す

 

ご
希
望
の
あ
る
方
は

社
会
福
祉
協
議
会

ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
社
会
福
祉
協
議
会
は
５
月
７
日

30

日
の
間

本
所
に
お
け
る
職
員
の
勤
務
を

２
班
体
制
に
よ
る
交
代
勤
務
と
し
ま
し

た

こ
れ
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
と
事
業
の
継
続
が
困
難
と
な

る
事
態
を
防
ぐ
取
り 

組
み
と
し
て
実
施
し 

ま
し
た

期
間
終
了 

後
も
感
染
対
策
を
講 

じ

業
務
を
行
い
ま
す

 

新規会員 随時募集中！！ 
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住居確保給付金（家賃補助） 

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大等の状況を踏まえ、休業等に伴う収入減少により、離職

や廃業に至っていないがこうした状況と同程度の状況に至り、住居を失うおそれが生じている

方々に対しても、一定期間家賃相当額を支給できるように拡充されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ 自立相談支援機関（社会福祉協議会内） 

☎68-2772 担当 町田 

●対象者 

離職・廃業から２年以内または新型コロナウイルス感染拡大の影響により、休業等で

収入が減少し、離職や廃業と同程度の状況にある者 

●支給期間 

原則３か月（求職活動を誠実に行っている場合は３カ月延長可能（最長９カ月まで）） 

●支給額（上限額） 

単身世帯：30,700 円 

２人世帯：37,000 円 

３～5 人世帯：39,900 円 

※支給された給付金は、賃貸住宅の賃貸人や不動産媒介 

事業者等へ、自治体から直接支払われます。 

●主な支給要件 

【収入要件】 

申請日が属する月の「世帯全員の収入合計額」が、申請者の「居住する住宅の家賃

額」と下記「基準額」を合算した額以下であること。 

・基準額 

単身世帯  78,000 円、2 人世帯 115,000 円、3 人世帯 140,000 円、 

4 人世帯 175,000 円、5 人世帯 209,000 円 

【資産要件】 

世帯の預貯金の合計額が、以下を超えないこと 

（群馬県の目安）単身世帯：46.8 万円、２人世帯：69 万円、3 人世帯：84 万円 

【求職活動等要件】 

誠実かつ熱心に求職活動を行うこと 

ご寄付ありがとうございました 
受付期間：令和元年１２月～令和２年５月 

●エコキャップ・プルトップ等 

 東吾妻町婦人会、日赤清掃メンバー、よみがえれ東吾妻、東吾妻中学校、

箱島分館、五町田分館、（有）エサキ看板塗装、（有）剣持工業、田島病

院２Ｆ病棟、（株）吾妻バイオパワー、琴温奏会、福原モータース、高橋

恭平、宮崎久子、樋口貴信、代田 幸、小泉正一、豊田けさの、小林勝

三、池延ふく、水出榮治、本多守弘 

●使用済み切手 

 道の駅あがつま峡利用組合、松の木ふれあいサロン、唐澤正尚、富澤たつ江 

敬称は略させていただきます。 

お知らせ 
情  報 
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(事務局職員) 


